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開梱

⑥自然冷媒ヒートポンプ給湯機のヒートポンプと貯湯槽間の搬送管には使用しないで下さい。
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　施工にあたっては、当工業会及び会員各社の推奨する標準施工方法に従ってください。施工条

件などにより従えない場合は、当工業会もしくは会員各社にお問い合わせください。

⑥オイル・可塑剤を含む材料の接触に注意

　ポリブテン管・継手に、オイル成分や可塑剤を含む軟質塩ビ、ゴム材料を接触させないでくだ

さい。
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⑨配管曲げ施工について

　ポリブテン管は、柔軟で曲げ配管が可能ですが、最小曲げ半径以下の曲げは、材料耐久性に悪

影響を与えたり、極端に曲げ過ぎると、座屈の原因となりますので、最小曲げ半径を守ってくだ

さい。

　継手直近での管の曲げは避けてください。また、曲げ配管を敷設するときは、床面段差や建物

躯体の角にパイプが強く押し当てられないよう、注意してください。

⑭ポリブテン管支持固定について

　締め付け固定式の支持具では、管を締め付け過ぎないように注意してください。管の変形や耐

久性悪化の原因となります。

⑮改修配管工事等でのポリブテン管の旧規格品と現行規格品との接合について

　1997年の水道用JIS規格制定・汎用JIS規格改訂に伴い、管の寸法変更が行われています。この

ため、現行規格品用の継手で旧規格品を接合すると、嵌合性に問題が生じることがありますの

で、旧規格品のポリブテン管の改修配管工事では、基本は配管更新をお願いします。

　特別な理由により、旧規格品を接合しなければならない場合は、各メーカーの定める施工要領

に従い対応お願い致します。

　旧規格品か不明の場合は、各メーカーにお問い合わせください。
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